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［成果情報名］ウンシュウミカンの有機栽培園における防草シートの効果

［要約］防草シートの敷設は雑草を枯死させる。3 月に敷設し７月～ 10 月にシートを開

放しても除草効果はある。また、シートの敷設により樹の葉中窒素は、雑草草生＋刈り

払い管理に比べて高く推移する。
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［担当機関名］果樹試験場 環境部 ［連絡先］0737-52-4320

［部会名］果樹 ［分類］指導

［背景・ねらい］

現地有機栽培園の土壌管理は、雑草草生と繁茂期の刈り払い機による刈り払いの組み合

わせで行われている。しかし、刈り払い機による雑草管理は重労働のため雑草繁茂に応じ

て適切に出来ていない現状にあり、樹と雑草の養水分の競合により樹勢低下を招いている。

そこで、刈り払いが不要な防草シートによる草管理について、除草効果、敷設期間および

樹の栄養状態などを検討する。

［成果の内容・特徴］

１．防草シートの敷設により雑草は約 40 日で枯死し、除草効果を示す（図１）。

２．防草シートを 7 月に開放すると、10 月まで雑草の繁茂は少ない状態で維持できる（図

１）。

３．防草シートの敷設により、樹の葉中窒素含有率が雑草草生＋刈り払いに比べて高く推

移するので、樹勢は雑草草生＋刈り払いに比べて良好である（図２）。

４．秋期に降雨が多い年(2008 年）では、周年敷設で果実の糖度はやや低下する（図３）。

［成果の活用面・留意点］

１．施肥は、防草シートを開閉し、防草シート下に施用する。

２．周年敷設では、8 月～ 9 月の夏秋期の干ばつ年で樹の水ストレスが強まることや、秋

期に降雨の多い年での果実品質向上のため、7 月より 10 月（収穫期）まで防草シート

を開放する。



［具体的データ］

図１ 防草シートの敷設と除草効果
場所：和果試場内 傾斜地高うね園 日南 1 号 17 年生(2009 年)
防草シート敷設開始：2008年3月27日
防草シート：透水性、材質ポリプロピレン、色シルバーグレー（日本ワイドクロス社製）、
防草シート周年：畝全面に防草シートを周年敷設

防草シート開放：夏秋期（2009年7月16日～10月30日）にシートを開放

図２ 防草シート敷設によるウンシュウミカンの 図３ 防草シート敷設によるウンシ
葉中窒素含有率に及ぼす影響 ュウミカン果実品質に及ぼす

供試樹、防草シートおよび敷設方法は図１と同じ 影響
刈り払い：3 月下旬、7 月上旬､ 10 月上旬に雑草の刈り払いを実施 供試樹、防草シートおよび敷設方法

草種：ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ,ﾍｱﾘｰﾍﾞｯﾁ,ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ,ｶﾀﾊﾞﾐ等 刈り払いは図１及び図２と同じ
施肥法：春肥(3月下旬）N8kg/10a、秋肥(10月下旬）N12kg/10ａ 調査月日：各年 10 月 15 日

有機配合肥料(5-6-4)シート下に施用
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除草の効果（右側）：5 月防草シート敷設状況（左側）：5 月

抑草の効果(7 月開放)：10 月中旬
防草シートの開放：7 月中旬
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